
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

看護師国家試験 ② 66人 66人

人
人
人
％

％

（令和 2

18 名 8 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
臨床心理士によるカウンセリング。成績不振者に対し、教員による個別学習支援、個人面談、保護者面談を実施。
経済的困難者に対し、奨学金制度を紹介。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載
　　給付対象者数　：　6人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和2年4月1日時点において、在学者230名（令和2年4月3日入学者を含む）
令和3年3月31日時点において、在学者212名（令和3年3月2日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

学習意欲の低下、成績不振、進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.kango-mizumaki.jp/

令和3年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
関連病院見学・説明会の実施、担任による個別指導

■卒業者数 66
■就職希望者数 62

■主な就職先、業界等（令和2年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
病院（福岡新水巻病院、新小文字病院、新行橋病院、東京品
川病院、JCHO九州病院、産業医科大学病院 他）

（令和２年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　3人
　（本校、助産学科へ進学）
・就職なし：　　　　　　　　　　　1人

年度卒業者に関する

■就職者数 62
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 93.9

長期休み

■学年始め　4月1日
■夏期休業　4週間（8月2日～8月29日）
■冬期休業　2週間（12月20日～1月3日）
■春期休業　2週間（3月14日～3月31日）
■学年末　 　3月31日

卒業・進級
条件

必要単位の修得

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 地域の清掃活動、献血活動、
地域交流会（看護技術演習）学習の相談、技術演習のチェック等、休み時間、放課後を利

用し全教員で対応。チューター制による国家試験対策。

■サークル活動： 無

学期制度
■前期　　4月1日～9月30日
■後期　10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
講義、実習に必要な時間の出席状況と当該科目の評価によ
り単位認定を行う。授業科目の出席時数が3分の2に達して
いること。評価は、優・良・可・不可の4段階とし、可以上を単
位認定とする。

240 228人 0人 13人 77人 90人

0時間 0時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3015時間 1980時間 0時間 1035時間

認定年月日 平成　30年　2月　28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 看護学科
平成21年文部科学省

告示第21号
－

学科の目的
人間性豊かな人格の陶冶と看護師・助産師になるために必要な知識及び高度な技術を専門的に教育し、以て社会に貢献する有能な人材を育成するこ
と目的とする。

092-607-0053
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人巨樹の会 平成2年3月20日 藤井　茂
〒812-0213
福岡県福岡市東区和白丘2丁目1-12

（電話）

福岡水巻看護助産学校 平成20年3月28日 矢野　公一
〒807-0051
福岡県遠賀郡水巻町立屋敷1丁目14-51

（電話） 093-201-5233

（別紙様式４）

令和　3年 10月 1日※１
（前回公表年月日：令和  2年　7月　31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

松本　隆 福岡新水巻病院　看護師長
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回（9月、3月）

「コロナ禍での臨地実習における弊害について、今後の新人看護師教育へのあり方を考える」をテーマに意見交換を行っ
た。背景に、コロナ感染の拡大により、例年のように実習を行うことができず、学内で学んだ看護技術を臨地実習で実践で
きていないことが挙げられる。そのような学生が、卒業し現場に出た際、即戦力として役割が果たせるのか不安に思ってい
る。このような状況下で病院として学校側に望むことを挙げていただき、今後の教育内容に反映させていく。
病院側の意見は、技術は現場で学べばよいので、患者さんからの情報を得るためにもコミュニケーション能力を身につけて
きて欲しい。社会人としての心構え、接遇、身だしなみを身につけて欲しい。危機管理、アセスメント能力を身につけて欲し
い、という意見が挙げられた。今後の学校教育でもシミュレーション学習を通じて、コミュニケーション能力、社会人基礎力の
習得に努めていく。

（開催日時（実績））
第1回　令和2年9月30日（水）　13：00～15：00
第2回　令和3年3月24日（水）　13：00～15：00

福岡水巻看護助産学校　専任教員坂本　智子

谷中　紀子 新行橋病院　看護副主任

令和3年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

坪根　雅子
日本介護支援専門員協会常任理事、

有限会社 コスモケア　代表取締役
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

保健、医療、福祉の分野で貢献できる看護師の育成は、専門的知識・技術の修得は必須である。企業との密接な連携に
よって看護実践能力を修得できるように教育課程を編成する。企業の求める卒業生像と看護基礎教育への提言を受けと
め、より現場に則した方法で、安全かつ質の高い看護サービスを提供できるようにする。また、最新の実務に必要な知識・
技術等について教育内容精選と教育方法を工夫し、職業教育の質の確保と教育水準の維持向上に組織的に取り組む。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、医療福祉分野と連携し、より実践的な教育課程を編成するための重要事項の協議を行う。委員会
では、医療・福祉の動向に鑑み、実践教育に関する内容、方法および臨床場面における最新の知見等について協議する。
その意見は、教員会議、運営会議にて見直しを行い、本校の教育活動の改善、向上並びに、より実践的な教育課程編成に
活用する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

吉野　貴子 新小文字病院　看護師長
令和2年9月1日～
　　　令和4年3月31日
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

赤野　志保美 福岡水巻看護助産学校　副学校長
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

平田　昌美 福岡水巻看護助産学校　教務部長
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

山本　美紀 福岡水巻看護助産学校　専任教員
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

竹迫　みどり 福岡水巻看護助産学校　専任教員



対象

教員1名

副学校長

教職員24名

教員1名

教員1名令和3年3月5日（金）
学生の達成感・充実感を満たし主体性を
育む工夫

2022年4月1日より保健師助産師看護師学校
養成所指定規則が改定される。改正ポイント
について謡的な内容と教育を学ぶ。

第2回日本看護ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
ﾗｰﾆﾝｸﾞ学会学術集会

福岡女学院大学 令和3年2月20日（土）
AI時代の看護教育～先端技術とつながる
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育の可能性～

医学書院
令和2年7月11日（土）～
令和2年11月8日（日）

地域で療養する対象とその家族への看護の特徴を理解し、在宅
看護の基礎的能力を養う。在宅療養を支える法制度や実際の
社会資源、ネットワークを理解する。

古賀訪問看護ステーション
訪問看護ステーションコスモ
小文字訪問看護ステーション

精神看護学実習
精神障害を持つ対象に対する看護実践を通して、対象の理解を
深め、看護者の役割を理解する。

若戸病院
小倉医療センター
福岡聖恵病院

在宅看護論実習

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
医療現場は日進月歩しており、企業と連携し最新の知識・技術を学び、教育課程編成及び教育に反映することで、即戦力
の育成を目指すとともに、学生の主体的学びを育み「自己研鑽」できる人間力を育てるための教育力向上を目指す。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 連携企業等 期間 内容

臨地実習を代替するシミュ
レーション教育の活用

福岡女学院大学
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ
藤野ユリ子教授

令和2年7月18日（土） コロナ禍での実習代替方法について学ぶ

指定規則改定に伴う看護
師等養成所カリキュラム改
正支援事業

日本看護学校協議会
令和2年8月29日（土）
　　　　　　　　30日（日）

カリキュラム改正に向けた研修

カリキュラム編成準備セミ
ナー

講義・演習・実習をつなぐ
母性看護学の教授ポイント

メディカ出版
　中込さと子教授
　信州大学
　小林康江教授
　山梨大学大学院

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

学校で学んだ知識を看護実践の場である実習施設での臨地実習により、現場でのリアリティを実感しながら知識の理解を
深め、実践することが主目的である。受け持ち患者を通しての学び以外にも、コミュニケーション能力やチームワークの必要
性、接遇、レポート作成等社会人基礎力の育成も目指している。また、看護職に就く者としての倫理観の涵養にも力を入れ
ている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

①実習
　　実習前：教員と病院側の実習指導者が実習計画の調整を図り、学生の受け持ち患者が決定できるように調整する。
　　実習中：学生個々の看護実践に関して、指導者を中心に病棟全体で指導に関わる。教員と指導者は学生の学びや
                実習姿勢について情報交換し、指導の一貫性を図る。また、カンファレンスに参加し指導助言を行う。
                臨床講義の内容や時間調整等指導者と調整する。学生のプロセスレコード・実習レポートの指導を行う。
　　実習最終日：学生の実習到達度の評価を教員と指導者で協議する。
②看護技術の学内演習において、病院より参画いただき、指導、評価を受ける。
③卒業前技術演習に、病院より参画いただき、指導、評価を受ける。
④臨床実習指導者と毎月1回会議を開催し、学生の学習状況の把握、指導内容・方法の検討、評価についての学習会
   を実施。
⑤病院の新人看護師教育に学校側から参画し、企画・運営と講師の役割を行っている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

基礎看護学実習Ⅱ
看護実践のための看護過程展開の基礎を身につけることができ
る。

福岡新水巻病院
新小文字病院
新行橋病院

小児看護学実習

小児各期に成長発達を理解し、さまざまな健康レベルにある小
児とその家族に対する看護ができる能力を養う。

福岡新水巻病院
小倉医療センター
福岡東医療センター・ひなた家
他保育園5施設　　　合計9施設

成人看護学実習Ⅱ

成人期にある対象の特徴を踏まえ、急激な生命力の変化をきた
している患者の看護を学ぶ。生命の安全を優先する急性期看護
の必要性を、手術療法を受ける患者の看護を通して理解し、個
別に応じた看護実践能力を養う。

福岡新水巻病院
新小文字病院



対象

教員1名

教員1名

対象

教員16名

教員16名

教員16名

対象

教員1名

教員1名

教員1名

教員1名

教員1名

教員1名

内容

研修名 連携企業等 期間 内容

看護シミュレーション教育
の進め方

日総研
織井　優貴子先生

令和2年10月4日（土）
シミュレーション教育の設計、評価方法に
ついて学ぶ

学生の臨床判断能力を育
てる学習に繋がる授業デ
ザイン

日総研
三浦　友理子助教
聖路加国際大学大学院

令和3年1月23日（土）
学生の「臨床判断能力」を育てるために、
授業展開例を基に教育手法を学ぶ

②指導力の修得・向上のための研修等

日総研
藤田優一教授
武庫川女子大学

令和3年4月21日（水）
「学生に伝わらない、すぐ忘れる、覚えて
いない」その理由と対処方法

研修名 連携企業等 期間 内容

学習支援研修
学校法人巨樹の会
看護学校4校

令和3年5月8日（土）
発達障がいの理解と実際的なアプローチ
の方法

合同研修会
学校法人巨樹の会
看護学校4校

令和3年8月28日（土）
シミュレーションン教育スキルアップのた
めの情報共有

ファシリテータースキル
学校法人巨樹の会
看護学校4校

令和3年8月28日（土） ファシリテーターの基礎を学ぶ

研修名 連携企業等 期間

今どきの学生から主体性を
引き出す授業展開の工夫

学生に興味を持たせる「教
材づくり」と実習場面の「教
材化」

日総研
長田晶子副校長
医療福祉専門学校　緑生館

令和3年7月20日（火）
学生に興味を持たせる「教材づくり」と実
習場面の「教材化」について授業方法と
関わり方を学ぶ

看護学生・看護師への看
護課程・看護診断のわかり
やすいを教える

日総研
竜島紀子先生
駒沢女子大学

令和3年8月28日（土）
「看護課程」の教え方・演習方法、「看護
診断」の教え方・演習方法を学ぶ

インストラクショナルデザイ
ンの考え方と実践方法

日総研
鈴木克明教授
熊本大学

令和3年10月7日（木）

呼吸の解剖生理と「検査
データ」「アセスメント」の根
拠

日総研
日向宏和先生
浜田医療センター

令和3年8月20日（金）
事例を通して状態把握とアセスメントの方
法を理解する

看護学生の学習を促す授
業設計入門

日総研
中井俊樹教授　愛媛大学
上月翔太特任教授　愛媛大学

令和3年10月7日（木）
学習を効果的に促す授業を実践するため
に、授業設計の木曽を身につける

経験や勘に頼った考え方ではなく、目的
達成のための教え方を学ぶ

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等



＜学校関係者評価の評価結果＞

評価項目全てに対し、適正の評価をいただいた。
1．学生支援　コロナ禍での学生相談で工夫されていることはあるか。
2．社会貢献・地域貢献　今後もボランティアとして清掃活動に取り組んでいただきたい。ゴミが落ちていることに「気づく

人」となることで、患者さんの様子を診る目が養われると思う。
＜改善策＞


1．学生支援　特別ないが、保護者への連絡体制を取り早い段階から連携を図り情報共有している。

2．社会貢献・地域貢献 清掃活動は今後も続けていく。

種別

企業委員

地域住民

公共団体等
関係者

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（  ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
　　URL :  https://www.kango-mizumaki.jp/
　　6月公開（令和3年6月15日）

田中　理章 北九州市立楠橋市民センター　館長
令和2年７月1日～
　　　令和4年3月31日

松村　賢一 福岡新水巻病院
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

牛島　美智子 福岡新水巻病院
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

松田　貢二 社会福祉法人　水巻町社会福祉協議会　前会長
令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和3年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 ①法令・設置基準等の遵守と適正な運営②個人情報保護対策

（１０）社会貢献・地域貢献 ①学校施設を活用した社会貢献・地域貢献②学生のボランティア活動の奨励

（１１）国際交流

（６）教育環境
①施設・設備の整備②臨地実習における教育体制の整備③防災に関する体
制整備

（７）学生の受入れ募集
①高等学校等への適切な情報提供②資格取得・就職状況等の正確な情報
提供

（８）財務
①中長期的に学校の財務基盤の安定②予算・収支の妥当性③会計監査の
適切な実施

（３）教育活動

①教育理念に沿った教育課程編成・実施方針の策定②キャリア教育、実践教
育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫及び開発③授業評価実施
体制④資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ⑤教
育力向上のための教員の研修の実施

（４）学修成果
①就職率向上への努力②国家試験合格率向上への努力③退学率・原級率
の低減の努力④社会的な活躍の把握

（５）学生支援
①進路・就職に関する支援体制の整備②学生相談の体制整備③保護者との
連携④高校との連携⑤修学支援制度の整備

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
①教育理念・目的・目標・人材育成像の明確化②学生・保護者・学校関係者
への周知③医療・保健・福祉のニーズとの整合性

（２）学校運営
①教育理念・目的・目標等に沿った運営方針の策定②運営組織・意思決定機
能の明確化③情報システム化による業務の効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価を通じ、教育活動及び学校運営を点検し、継続的に改善することで、社会の変化に対応できる学校組織を
目指すとともに、情報公開により学校の透明性の向上を図る。また、自己点検・自己評価、学校関係者評価を行うことで、教
職員全体が学校の状況及び目標・方向性を共有することで、教育活動及び学校運営の改善を円滑に推進する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

　　URL :  https://www.kango-mizumaki.jp/

（８）学校の財務
法人ホームページにて公開（事業活動収支報告書、貸借対照表、財産目録、
監事による監査報告書）

（９）学校評価 自己点検・自己評価結果、学校関係者評価結果

（１０）国際連携の状況 海外研修の実施、アンコールフレンズ基金への募金活動

（  ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事の取組状況、課外活動の状況

（６）学生の生活支援
担任制、就職支援、学校カウンセラーの配置、保護者会の実施、保護者三者
面談の実施

（７）学生納付金・修学支援 学生募集、納付金、奨学金・給付金制度

（２）各学科等の教育
入学者選考の方針及び方法、定員、学生数、教育課程、進級・卒業要件、成
績の客観的な指標の算出方法、資格取得、進路

（３）教職員 教職員数、教職員の組織・専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取組状況、実習取組状況、就職支援への取組状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校全体の教育の質の保証・向上の観点から、以下の内容をホームページやパンフレット等で情報公開を行い、学校運営
の透明性を図る。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
所在地、連絡先、沿革、学校の特色、教育目標、運営方針、教育指導計画、
学校行事計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 論理学
推論の妥当性を支える理論の形成や構造について
学び、自らの思考を検証し専門職としての科学的
態度の基本を身につける。

1
前

30 1 ○ ○ ○

2 ○ 健康科学

健康の概念について学び、健康レベルや対象の成
長発達段階に応じた保健医療活動について理解す
る。身体活動の楽しさに触れ生涯を通じて運動を
楽しむ方法・態度を学ぶ。

1
前

15 1 ○ △ ○ ○

3 ○ 情報科学

医療情報を検索する能力、病院総合情報システムに対す
る能力を養う。データの収集から集計・統計・解析方法
を学び、コンピューター演習ではワード・エクセル両ア
プリケーションを修得する。

1
後

30 1 ○ △ ○ ○

4 ○ 心理学
多様な価値観をもつ人間の心の動きや行動につい
て理解し、看護の対象となる人々を総合的に理解
する基礎的能力を養う。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

5 ○ 成長発達論
人間のライフサイクルを理解し、各期における成
長、発達の特徴、課題、問題発生の対処法などに
ついての基礎的能力を養う。

1
後

30 1 ○ ○ ○

6 ○ 人間関係論
自らの心の動きを理解すると共に、他者理解のた
めの知識を習得する。自己統制できる能力を身に
つけ、他者とのかかわり方について学ぶ。

1
後

30 1 ○ ○ ○

7 ○ 倫理学
人が踏み行うべき道、善悪の判断をするための知
識、及び職業上の倫理について学ぶ。

1
後

30 1 ○ ○ ○

8 ○ 教育学
人間形成における教育の本質を学び、看護におけ
る健康教育、生活指導に活用する能力を養う。

1
後

30 1 ○ ○ ○

9 ○ 家族社会学
基礎集団である家族の機能や構造について理解
し、現代における家族の変化について学ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

10 ○ 文化人類学

世界の様々な民族の持つ文化や社会についての基
礎的知識や、現代社会における文化の多様性、相
対性について理解を深め、人間の多様性について
考えを深める。

1
前

15 1 ○ ○ ○

11 ○ 生活科学
人間生活の基盤としての家庭生活、よりよい生活
環境のあり方を科学的にとらえ、看護に活用でき
る能力を身につける。

1
前

30 1 ○ ○ ○

12 ○ 英語Ⅰ
医療・看護に関する英語を学び、看護実践にいか
すことができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

13 ○ 英語Ⅱ
医療場面で日常的に使用される基礎的英会話を身
につける。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○
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14 ○ 解剖生理学Ⅰ
人体の細胞、組織、外部環境からの防御について
理解できる。
消化器のメカニズムと働きについて理解できる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

15 ○ 解剖生理学Ⅱ
呼吸器・内分泌・腎泌尿器のメカニズムと働きに
ついて理解できる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 解剖生理学Ⅲ
循環器・血液造血器のメカニズムと働きについて
理解できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

17 ○ 解剖生理学Ⅳ
脳神経・運動器・生殖器・感覚器のメカニズムと
働きについて理解できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

18 ○ 生化学
物質の基礎的知識、生命現象における化学的変化
について学ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

19 ○ 病理学Ⅰ
医学的、臨床病態学の基礎知識を習得し、看護に
活かすことができる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

20 ○ 病理学Ⅱ
呼吸器・循環器・血液造血器疾患の病態的変化が
理解できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

21 ○ 病理学Ⅲ
腎泌尿器・生殖器疾患の病態的変化が理解でき
る。

2
前

30 1 ○ ○ ○

22 ○ 病理学Ⅳ
脳神経・運動器・アレルギー・膠原病・感染症疾
患の理解ができる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

23 ○ 病理学Ⅴ 内分泌代謝・感覚器疾患の理解ができる。
2
前

30 1 ○ ○ ○ ○

24 ○ 微生物学Ⅰ
微生物の種類と特徴、生体に及ぼす影響が理解で
きる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

25 ○ 微生物学Ⅱ
病原微生物の感染機序と予防について理解でき
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○

26 ○ 栄養学
人間が生きていく上で欠かすことの出来ない栄養
の基礎的知識、及び臨床栄養の基礎について理解
を深める。

1
後

30 1 ○ ○ ○
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27 ○ 薬理学Ⅰ
薬物の作用機序及び薬物療法に対する看護の基礎
が理解できる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

28 ○ 薬理学Ⅱ 薬物の種類と作用、適応について理解できる。
1
後

30 1 ○ ○ ○

29 ○ 保健医療論
保健・医療・福祉の現状と抱えている問題点、そ
の問題発生の背景を知り、専門職として社会に貢
献する方向性、視点について学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

30 ○ 公衆衛生学

公衆衛生の特徴と歴史とおして、健康を規定する
要因を知る。健康指標から人々の健康の実態を知
り、病院以外の地域の健康づくりと疾病対策や地
域保健活動を学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

31 ○ 社会福祉
社会福祉と医療、社会保障の関連を理解し、社会
資源の活用、および福祉サービスのあり方につい
て学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

32 ○ 関係法規

人々が生活していく上で必要な法令について理解
する。併せて健康の保持増進のための法的支援に
ついて理解し、看護に活用できる基礎知識を養
う。

3
後

30 2 ○ ○ ○

33 ○ 基礎看護学概論
看護の概念及び看護の機能と役割について理解で
きる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

34 ○ 基礎看護学方法論Ⅰ 看護過程の展開方法が理解できる。
1
後

45 2 ○ △ ○ ○

35 ○ 基礎看護学方法論Ⅱ 看護研究の意義と方法が理解できる。
2
前

30 1 ○ △ ○ ○

36 ○ 基礎看護技術Ⅰ－１
看護における看護技術の位置づけを理解し、看護
に共通する技術が理解できる。

1
通

30 1 ○ △ ○ ○

37 ○ 基礎看護技術Ⅰ－２ 療養上の安全確保の技術を習得する。
1
前

30 1 ○ △ ○ ○

38 ○ 基礎看護技術Ⅱ－１ 日常生活行動を整える看護技術を習得する。
1
前

30 1 ○ △ ○ ○

39 ○ 基礎看護技術Ⅱ－２ 日常生活行動を整える看護技術を習得する。
1
後

30 1 ○ △ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

授業科目等の概要

（医療専門課程　看護学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

40 ○ 基礎看護技術Ⅲ－１
ヘルスアセスメント・日常生活行動を整える看護
技術・診療に伴う看護技術を習得する。

1
通

45 2 ○ △ ○ ○ ○

41 ○ 基礎看護技術Ⅲ－２ 診療に伴う看護技術を習得する。
2
前

30 1 ○ △ ○ ○

42 ○ 成人看護学概論
ライフサイクルにおける成人期の特徴を身体的・
精神的・社会的側面から統合的に捉え、成人看護
の意義と役割について理解できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

43 ○ 成人看護学Ⅰ
呼吸器、循環器障害をもつ患者の看護が理解でき
る。

2
前

30 1 ○ ○ ○

44 ○ 成人看護学Ⅱ
消化・吸収機能障害をもつ患者の看護が理解でき
る。
周手術過程にある患者の看護が理解できる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

45 ○ 成人看護学Ⅲ
内分泌・代謝、腎・泌尿器、女性生殖器疾患をも
つ患者の看護が理解できる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

46 ○ 成人看護学Ⅳ
免疫機能障害・感染症疾患、血液・造血器
機能障害をもつ患者の看護が理解できる。
放射線診療と看護が理解できる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

47 ○ 成人看護学Ⅴ
疾病の経過に応じた看護が理解できる。
経過別看護過程の展開の方法が理解できる。
（急性期・慢性期・終末期）

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

48 ○ 老年看護学概論

高齢社会及び老年期の対象について理解し、
老年の保健・医療・福祉、老年看護の機能と役割
について学ぶ

1
後

15 1 ○ ○ ○

49 ○ 老年看護学Ⅰ
老年期の特徴を理解し、老年期の健康の段階に応
じた看護が理解できる。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

50 ○ 老年看護学Ⅱ

老年疾患の特徴を理解し、看護が理解できる。
・運動器機能障害をもつ高齢者の看護が理解できる。
・高齢者の自立生活の拡大に向けた援助をふまえ、安全・安楽な援助方法が理解できる。
・感覚器の機能障害をもつ高齢者の看護が理解できる。
・治療・処置に応じた看護が理解できる。

2
後

30 1 ○ ○ ○

51 ○ 老年看護学Ⅲ

老年疾患の特徴を理解し、看護が理解できる。
・脳神経疾患をもつ患者の看護が理解できる。
・脳血管障害患者のリハビリテーション看護が理解できる。
・老年期に特有な、疾病を持つ患者の看護過程の展開が理解できる。
（脳梗塞後遺症）

2
前

30 1 ○ △ ○ ○ ○

52 ○ 小児看護学概論
小児の特徴をふまえ、小児看護の理念と意義を理
解する。

1
後

15 1 ○ ○ ○
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53 ○ 小児看護学Ⅰ
小児期における疾患とその看護について理解でき
る。

2
前

30 1 ○ ○ ○

54 ○ 小児看護学Ⅱ
子どもの基本的特性をふまえ、症状や検査・処置
時の看護が理解できる。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○ ○

55 ○ 小児看護学Ⅲ
疾病の経過における小児と家族の看護について理
解できる。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

56 ○ 母性看護学概論 母性の概念及び母性看護の意義を理解する。
1
後

15 1 ○ ○ ○

57 ○ 母性看護学Ⅰ
妊娠・分娩期における生理的変化と看護が理解で
きる。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

58 ○ 母性看護学Ⅱ 産褥期・新生児期の生理と看護が理解できる。
2
後

30 1 ○ △ ○ ○

59 ○ 母性看護学Ⅲ
妊娠・分娩・産褥・新生児の異常と看護について
理解できる。

2
後

30 1 ○ ○ ○ ○

60 ○ 精神看護学概論
精神障害について基本的な考え方を学び、精神医
療の動向と看護について理解する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

61 ○ 精神看護学Ⅰ
人間の各発達段階における健康な心の働きを理解
するための理論や方法を学ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ ○

62 ○ 精神看護学Ⅱ
精神障害を持つ患者の症状・治療・検査について
理解できる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

63 ○ 精神看護学Ⅲ 精神障害を持つ患者の看護が理解できる。
2
後

30 1 ○ △ ○ ○

64 ○ 在宅看護論概論
在宅看護の概念と歴史、役割、倫理が理解でき
る。

1
後

15 1 ○ ○ ○

65 ○ 在宅看護論Ⅰ

在宅看護の対象、看護の実際、関係職種との連
携、法制度を理解し、在宅看護の役割と機能を学
ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ ○
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66 ○ 在宅看護論Ⅱ
在宅で療養する人の基本的な生活援助技術や、さ
まざまな状況にある療養者の援助が理解できる。

2
後

30 1 ○ ○ ○

67 ○ 在宅看護論Ⅲ
在宅で生活する人及びその家族、在宅でのターミ
ナルケアの特徴を学ぶ。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

68 ○ 統合看護技術
基本的な看護技術を確実に実施することができ
る。

3
後

30 1 △ ○ ○ ○

69 ○ 国際看護 国際看護についての基礎的知識を理解する。
2
後

15 1 ○ ○ ○ ○

70 ○ 災害看護
災害看護についての基礎的知識と救命救急の知識
を理解する。

3
後

15 1 ○ ○ ○

71 ○ 看護管理
看護管理について看護師としての役割を理解す
る。

3
前

15 1 ○ ○ ○

72 ○ 医療安全
ヒューマンエラーの基本的知識を理解し、起こり
やすい医療事故の防止･対策について理解する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

73 ○ 基礎看護学実習Ⅰ

対象者の治療や生活の場である病院の機能を理解
するとともに、援助場面の見学や参加を通して、
対象者への日常生活への理解を深め、看護の機能
や役割について学ぶ。

1
後

45 1 ○ ○ ○ ○

74 ○ 基礎看護学実習Ⅱ
看護実践のための看護過程展開の基礎を身につけ
ることができる

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

75 ○ 成人看護学実習Ⅰ

慢性期にある患者の特徴を理解し、看護に必要な
基礎知識、技術、態度を習得し、対象がセルフコ
ントロールできるように支援する看護実践能力を
養う。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

76 ○ 成人看護学実習Ⅱ

成人期にある対象の特徴を踏まえ、急激な生命力の変化
をきたし、生命の安全を優先する急性期看護の必要性を
手術療法を受ける患者の看護を通して理解し、個別に応
じた看護実践能力を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

77 ○ 成人看護学実習Ⅲ

終末期・治癒困難にある患者の特徴を理解し、看
護に必要な基礎知識・技術・態度を習得し、症状
の緩和、ＱＯＬの向上に向けた看護実践ができる
能力を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

78 ○ 老年看護学実習Ⅰ

老年期にある対象の身体的・精神的・社会的側面
の特徴を知り、対象の健康問題を理解し、対象及
び家族に対する援助ができる

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○
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79 ○ 老年看護学実習Ⅱ

加齢による機能低下にある高齢者に応じた日常生
活の看護援助をまなび、保健・医療・福祉システ
ムに関する理解を深める。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

80 ○ 小児看護学実習
小児各期に成長発達を理解し、さまざまな健康レ
ベルにある小児とその家族に対する看護ができる
能力を養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

81 ○ 母性看護学実習
妊婦・産婦・褥婦及び新生児の母性各期の対象の
特性を理解し、適切な看護ができる基礎的能力を
養う。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

82 ○ 精神看護学実習
精神障害を持つ対象に対する看護実践を通して、
対象の理解を深め、看護者の役割を理解する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

83 ○ 在宅看護論実習

地域で療養する対象とその家族への看護の特徴を
理解し、在宅看護の基礎的能力を養う。在宅療養
を支える法制度や実際の社会資源、ネットワーク
を理解する。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

84 ○ 統合実習
看護チームの一員としての体験を通し、既習の知
識・技術・態度を統合し、看護実践能力を身につ
けることができる。

3
通

90 2 ○ ○ ○ ○

　　84　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合につい
ては、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計

卒業要件及び履修方法 授業期間等

教育計画に沿って、3015時間（101単位）全てを習得する
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 23週

3015時間(    101単位)


